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採択事例21（平成24年度）

補助種別 木 造 化

プロジェクト名

提案者（事業者）
設計者
施工者
建設地

日新倉庫棟計画

株式会社日新
株式会社大林組 広島支店一級建築士事務所
株式会社大林組 広島支店
鳥取県境港市西工業団地 100

提案の
概要

A. プロジェクト全体の概要

工場の中に建つ平屋の大規模倉庫である。内部をフォークリフトが走行できるよう、30 ｍを超える
超ロングスパンの無柱空間とする計画。

B. 提案する木造化・木質化の取り組み内容の概要

31 ｍの超ロングスパンを構成する柱・梁は、LVL 厚さ 75mm×３枚合せのボルトつづり材とし、仕
口も工夫することでコストダウンを図る。また、耐震要素に構造用厚板合板を用い、防火外装、屋根
下地を兼用することで金属ブレースをなくし、シンプルな内部空間とする。

C. 提案のアピールポイント

一般に流通している LVL 材と既往の技術を組み合せて、準耐火構造の超ロングスパン建物のローコ
スト化を図る。これにより、今まで適用が考えられなかった工場、倉庫など新たな用途の建物に木造
の展開が期待できる。
　また、発注者である日新では国産杉材を使った LVL製作に取り組んでおり、今回は、間柱､ 小梁､
構造用合板に国産材を使用する予定である。

道路に開けた面には木製建具を採用し、木の表情にあふれる建物

工場の敷地内に建つ平屋の大規模倉庫で、ＬＶＬのつづり材を用いて 30 ｍを超えるロングスパ
ンの無柱空間を実現する計画。ＬＶＬのつづり材は、厚さ 75㎜のＬＶＬ３枚を木ダボとつづりボ
ルトにて緊結したものとなっている。一般部に加え、柱・梁接合部においても２次接着を不要と
し木ダボと接合用ボルトを採用することによりローコスト化を図っている。構造用厚板合板のほ
か、小梁、間柱等の２次部材には国産材を活用している。今後、同様の手法を用いて倉庫のほ
か工場用途等への適用も考えられ、木造の新たな建築用途への展開が期待できる。

評価の
ポイント

31m × 43m、超ロングスパンの無柱空間を実現した倉庫の内観

竣工済
竣工済につき
簡略版としています
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提案者（事業者・建築主）、設計者・施工者、建設地は扉
頁参照
建物名称：（仮称）日新倉庫棟

建物用途：倉庫

主要構造：■木造（ ■軸組構法　□枠組壁工法　□丸太

組構法　■その他（軸組（鉛直力負担部材）＋

斜材（水平力負担部材））□鉄骨造　□鉄筋コ

ンクリート造　□鉄骨鉄筋コンクリート造　

　　　　　□その他

防火地域等の区分：□防火地域　□準防火地域　□法 22

条区域　■その他の地域

耐火建築物等の要件：□耐火建築物　□準耐火建築物（60

分耐火）　■準耐火建築物（45 分耐火）　□そ

の他の建築物

敷地面積： 48,235.44㎡　

建築面積： 1,737.81㎡（今回計画部分）

延べ面積：1,740.88㎡（今回計画部分）　

軒　　高：8.653m

最高の高さ： 12.925m

階　　数：地上１階

事業期間：平成 24 年度

補助対象事業費：179,659 千円

補助金額： 38,200 千円
事業スケジュール

プロジェクト
データ 【提案者】

建築主　株式会社日新

【設計・施工】
株式会社大林組
広島支店

代表取締役社長
又賀　航一

総括　本社設計本部
  部長　猪飼　富雄

広島支店　設計部
  部長　　宮﨑　博之

代表設計者　
本社設計本部・広島支店兼任
  部長　花本　尚樹

建築グループ　本社設計本部
  課長　        波多野　正信
  担当課長　本間　章夫

構造グループ　本社設計本部
  部長　山中　昌之
  課長　榎本　浩之

工事事務所
  所長　　   伊野　典彦
  工事長　   後藤　公一郎

設備グループ　本社設計本部
  部長　                   吉田　尚貴
  空調衛生  課長　榎本　賢
  電気　      課長　瀬戸口　仁

建築工事部
  部長　　　駒井　孝信
  課長　　　土肥　洋一
  主任　　　杉田　政治

常務取締役
黄　箭波

常務取締役
　総務部長　藤原　義史

営業部長 川口　登

山陰営業所長 沖中　宏志

松江工事事務所所長 伊野　典彦

設計チーム 施工チーム

お客様窓口

事業の実施体制

●

基本設計

実施設計

施工期間

着
工

竣
工

平成24年21. 日新 平成25年
12 1 2 3 4 55 6 7 8 9 10 11

補助対象事業竣工
▼

合わせ梁：LVL材 t75

方杖：LVL材 t75

合わせ柱：LVL材 t75

タイバー：LVL材 t75

接合部ボルト

木タボ

木タボ

埋木 t35
つづりボルトM12 

つづり材構成図
つづり材構成図

木造化・木質化の
取り組み
内容

先端性・先進性

●汎用 LVL １次接着製品の組み合せ材による、スパン 40 ｍ以
上も可能なローコスト超ロングスパンを可能にする架構。

●適材適所の接合要領（一部の接合具に木材を採用）を計画する
ことで、接合部における金物使用を低減。接合部加工も１次接
着製品の表面加工に限定することで高精度とコスト低減を実現。

●耐震要素に構造用厚板合板を用いて鉄骨ブレースを削減。

波及性・普及性

● LVL の２次接着を不要とし、隙間を空けた試験体による性能
検証をした準耐火構造、ローコストの超ロングスパンを実現。

●耐震要素の構造用合板を外装下地と兼ねることで、コストダ
ウンとすっきりとした内観が可能。

●ローコストの準耐火構造・超ロングスパンの無柱空間で、工
場・倉庫など新たな用途への木造普及効果が期待。

使用する木材、木質建材の特徴

●厚さ 75mm の LVL １次接着製品（E120）を主架構の構造部
材に採用。

●計画敷地内工場で製造予定の国産杉材を材料とした LVL 材を
２次部材（小梁等）に採用。

●汎用性のある LVL １次接着製品をつづり材にて組み合わせることで大断面を実現。LVL 材
はスリット加工等の複雑な工作を必要とせず、表面加工・孔あけのみで複雑な仕口に対応。

●構造用厚板合板も敷地内工場で国産材を用いて製作したものを使用し、外装下地兼耐震要
素として活用する。

倉庫棟

N

31m

43m
超ロングスパンの無柱空間

平面図 1/600超ロングスパンを実現した平面図
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採択事例21
竣工報告

日新倉庫棟計画

倉庫棟の全景

作業開口部越しに木のフレームの内部を見る
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LVL 材のフレームフレームの建方の様子

31 × 43m、超ロングスパンの無柱空間を実現した倉庫のスパン方向を見る

LVL 材フレームの組み立ての様子


